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研究成果情報 園芸 １４ 花き・花木 栽 培

新技術・情報名 組織培養すかしゆり品種「越路紅」 分類 ①
、 ｢サマーキング」の開花促進のた
細めの温湯処理及び低温処理法

成果の内容

1）技術・情報の内容及び特徴

すかしゆり系交雑品種「越路紅」及び「サマーキング』の組織培養球

根の促成栽培において、温湯処理及び低温処理による開花促進法を明ら

かにし た 。

（１）温湯処理は、１１月下旬に処理する場合は、「越路紅』ではりん片２

年球を使用し４０℃で４０～６０分間の処理を行うと開花が早まる。「サマ

ーキング」ではりん片２年球を使用し慣行の処理温度より高めの４５℃

で６０分間処理する。

（２）低温処理は、１１月中旬に処理する場合は、「越路紅」ではりん片２

年球または３年球を使用し、２．５℃で４週間処理すると開花が早くな

ると共に切花品質が向上する。「サマーキング」は球根の養成経歴に

かかわらず低温処理によって開花が遅くなるので、慣行の栽培法で行

われ て い る 低 温 処 理 は 行 わ ない。

2）技術.・情報の適用効果

組織培養球根を利用したすかしゆり系交雑品種の促成栽培における開

花促進、品質向上により切花経営の安定に資することができる。

3）適用範囲

県内全域のすかしゆり栽培地域

4） 成果の利活用・普及指導上の留意点

組織培養球根は生育が旺盛で 草 姿 が 剛 直 に な り や す い の で 、 基 肥 は 慣

行の５０％の窒素７．５Kg／１０a程度に減らし、生育に応じて追肥を行う。
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温潟処理と開花及び切花形質（平成２年）表１
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表２低温ｊＩ鯉と開花及び切花形質（平成３年）
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注） ①低温処理は11月１８日から４週間．
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